
発想の転換　アイデアに磨きをかけ、ビジネスを広げていきます。

塾生の成功事例㈱流体力学工房
流体力学ベッド　雑誌・テレビなどでも放映　
高級ホテル・病院でも採用　米国特許取得済

など　全国で６００名が卒業

会場 日にち　時間 内容

内容　　①ロハスな事業を立ち上げる　②発明起業塾説明

講演会会場：　Osaka Chaos Cafe　㈱レイ・クリエｰション内
大阪市中央区道修町2-1-10 T・M・B道修町ビル2Ｆ　　地下鉄北浜駅から南へ３分

「やってみなくちゃ、わからない！」　「未来に点を打つ！」

18:00～21:00

「いいことと好きなことを繋ぐ！」　 「 」

18:00～21:00

「ビジネスモデルが先、発明は後！」　「 」

18:00～21:00

「アイデアで人生観が変わる！」　 「 ！」

18:00～21:00

 「共感がエネルギーを生む」　 「儲けることは悪くない！」

18:00～21:00

 「お金は集まる！」　「愉しく起業！」

18:00～21:00

 6万３千円（税込）　学割あり　　　別途　合宿費用実費

ty_house@yahoo．co．jp

発明起業塾　大阪１3期生　募集要項

第５講座
産創館
6F-D

14:00～16:00
別途3,000円

講演会
のみ

右記会場

第６講座
産創館
6F-B

第１講座
産創館
6F-D

第２講座
産創館
6F-A

第３講座
産創館
6F-D

第４講座
産創館
6F-D

技術はあるが何を作って
いいか悩んでいる、やり
たいがやり方がわからな
い。いつか独立したいサ
ラリーマン技術者、アイ
デアを形にしたい人。

発 明 起 業 塾 講 演 会 藤 村 靖 之 塾 長 □ □ □ □

12/21(火)

2011/1/11(火) 一人１００の ビジネスモデルを搾り出す

2/15(火) 使える要素・原理は１１９個

3/1(火) 3回転3回ひねり

3/29(火)

4/12(火)

2010/12/4(土)

　　――発明・起業家の生き方、ものの見方・考え方を知る―― 未来をイメージするトレーニング

　　――テーマの探し方と定め方を学ぶ――ビジネスの基本原理を会得する

　　――ビジネスモデルの生み出し方を磨く――発明を愉しく生み出す方法を学ぶ

　　――特許を速く安く取得する方法を知る―― 事業性・特許性を高めるトレーニング

 　　――新商品を売るという高いハードルを越える術を学ぶ――

　　――利益の上げ方のトレーニング―― 新事業の立ち上げ方を学ぶ

●講師 発明起業塾講師　山口泰信　（株式会社山口総研　代表取締役）

●講座会場
大阪産業創造館　最寄り駅：地下鉄｢堺筋本町｣ から徒歩3～５分
〒541-0053 大阪市中央区本町1-4-5

●募集人員 ２０名
●応募資格　　 起業家、社会起業家、会社員、主婦、学生さん大歓迎
●費用　　　　　

三井住友銀行　甲子園口支店　普通3762867　発明応援団大阪事務局
●終了証　　　　 出席及び成績を考慮して終了証を発行いたします。
●応募方法　　 氏名、生年月日、住所、携帯番号、FAX番号、電子メール、勤務先（学校名）、
　　　　　　　　　　　　 応募の動機をご記入の上、下記宛、電子メールにお申し込みください。
●その他 講座中、または終了後　２泊３日の合宿を行います。費用別途
●連絡先

山口泰信　090-9613-7137
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モノを作る前に　テーマとビジネスモデルが先！

どのようにやれば良いか、グループワーク形式で実践さながら、

テーマをみつけて、ビジネスモデルの構築を行います。

過去には、起業したグループもあります。

講師

●｢いいこと｣ ｢好きなこと｣

｢よいこと｣ を｢愉しくする｣ ことが知性だと話す。良い事、悪い事を横において、
儲かることをやりたいだけになってしまっている 藤村靖之塾長　　　
受講生は儲かることをやりたいという気持ちで入ってきた人も世の為に
｢よいこと｣ をして適切な利益を出せばよいじゃないかと考えてくれる。
愉しくやるには適切な利益を出す事が必要になる。
人間は良い事は社会的に教えられている。
しかし好きな事は４０年も５０年も生きていても解らない事が多い。
だからこそ、つくる喜びを感じるところまでおりていきましょうということです。
今までの日本の資本主義経済は供給より消費が上回るような社会システムをみんなで作ってきた。
お金を稼いで必要なものは大量生産で作られたものを買えばよいという考えになってしまった。
結果、自分（個人）では何もつくれない世の中にしてしまった。
ユートピアを目指してやっと完成したらユートピアでなかった事にみんなが気づきはじめてきている。

■新規市場を作るのは非常に難しい！
新規市場は新しいモノを 新しい人が 新しい客に 対して売らなければならない。
→当然新しいモノが悪いモノなら話にならない。
新しいモノが良いモノであっても優れモノであったとしてもなかなか売れない（良いモノかどうかがわからない）。

新しいモノを新しい人が新しい客に持っていっても売れるわけがない！！
新しいモノを古い人（大手）が古い客にお金を使って宣伝して持っていくのはあり。
でも、不採算だと1年で撤退したりする。モノづくり系では3～5年は必要。
→新しいモノを売る、広めていくには安くするしかない。

　　 モノづくり系では半値8掛け 情報サービス系では無料。
売るためには奇跡を起こす必要がある。

発明品の考え方、どのように新商品を考えればよいのか　

さあ、発明起業塾で仲間作り、ビジネスモデル作りをしましょう

 株式会社山口総研　代表取締役 山口泰信　長崎県 雲仙市出身 1968年生まれ。
自転車日本一周の途中、阪神淡路大震災に遭遇、2,300名の避難所のリーダーとして、昼夜
３ヶ月間活動し、県外ボランティア代表として神戸市長と懇談会参加。独自に火砕流の雲仙普
賢岳、津波の奥尻島など視察。その後、サーベイリサーチセンター勤務（世論調査・交通量調
査）。2004年中越地震時、大阪市緊急支援一般車両第一号として支援。　３Ｓ活動の枚岡合金
工具株式会社と新連携認定を受け、情報管理業務で連携。藤村氏のモンゴル非電化プロジェ
クトに２度参加しゴビ砂漠などで活動。現在、発明起業塾認定講師、企業へのセミナーや現場
重視の改善コンサルタント、地域の自主防災会副会長として活動中。日本災害情報学会正会
員・日本防災士会　防災士。

発明家：藤村靖之氏プロフィール
1944年生まれ。工学博士。科学技術庁長官賞、発明功労者賞などを受賞している。特許７００件以
上。発明起業塾塾長。マイナスイオン空気清浄機発明家。　現在、那須高原で非電化工房にて活動
中。著者：『企業家は未来に「点」を打つ―必ず夢は実現できる』　『さあ、発明家の出番です』　『エコ
ライフ＆スローライフのための、愉しい非電化』　辻信一共著『テクテクノロジー革命―非電化とス
ロービジネスが未来をひらく』　など　NHK民法などテレビ・ラジオ出演多数。
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